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ZE-PonPaDe Ver.0.2 

NASTRANプレート要素地震荷重による応力計算 Excelマクロ使用説明書

 

  

ソフトの概要 

NASTRANによる地震の動荷重と自重等の静荷重応力計算アウトプットリストより

プレート要素(CQUAD4,CTRIA3)のミーゼス応力を求めるマクロです。 

NASTRANの各荷重の応力は荷重毎にシートに出力されます。使用した応力をすべ

て出力し、計算式をセルに相対セルで出力しているので参照先の値を確認できま

す。 

荷重組合せ後のミーゼス応力の最大値が部材毎に出力されます。 

また、その要素番号も出力されます。 

なお、全要素の計算結果が出力されますが最大値行以外は非表示となります。た

だし、最大値行の前後と最初と最後の２行は表示されます。 

メリット 

①各項目毎の全要素の数値が表示されます。 

②応力値を他の計算にも使用できます。 

③Excelがあれば誰でもマクロを作成、修正することができます。 

デメリット 

①マクロ処理のため要素数が増えると処理が遅い。 

②マクロでは複雑な処理ができない。 

注意事項 

①本マクロは個人所有です。開発者の許可を得て使用して下さい。 

②機能のチェックは行っていますが、使用者の責任において使用して下さい。 

③不具合、機能の追加要望については開発者に連絡をお願いします。 

④本マクロはパスワードを設定しています。開示してほしい方は開発者に相談し

て下さい。 

  開発者:茨木 栄 Mail:sakae-ibaraki@mbr.nifty.com 
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1.概要 

本 Excelマクロは、図 1-1に示すように NASTRANによる地震の動解析(X,Y,Z方向地震)注 1を

行った結果のアウトプットリストよりプレート要素の応力を SRSSまたは絶対和してミーゼス

応力を求めるために作成した。なお、自重等の静荷重を組合せすることが可能であり、静荷重

のアウトプットリストは４つまでとする。 

本マクロを使用するには 1.1項に示すインプット及びアウトプットリストが必要です。イン

プットはアウトプットリスト内のインプットデータエコーを使用します。 

注 1:動解析としているが重力加速度を与えた静解析計算結果を使用してもよい。 

注 2:NASTRANのバージョンによるアウトプット形式は変わらないものとして処理しています。

1.1 項のアウトプットリスト中のタイトルを判断して計算結果の読込みを行っているた

め、異なる場合は処理が出来ません。 

注 3:サブケースの指定は出来ません。解析ケースは１つとして下さい。 

注 4:本説明書中の図中にバージョンの表記がありますがバージョン以外に変更がない場合は

旧バージョンの表記のままとします。 

 

 

図 1-1 マクロの概要 

  

X方向地震  Y 方向地震 Z方向地震   
自重等の 
静荷重 

XZ地震荷重組合せ 
YZ地震荷重組合せ 

XYZ地震荷重組合せ 

静荷重組合せ 

地震荷重組合せ 静荷重組合せ ＋ 総荷重組合せ ＝ 

①地震荷重の組合せ 

2方向 SRSS組合せ、3方向 SRSS組合せ、2方向絶対値組合せ、3方向絶対値組合せ 

から選択 

②静荷重の組合せ 

任意数の単純和組合せ固定(絶対値で地震荷重と組み合わせる) 

③求める応力 

ミーゼス応力 
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1.1 プレート要素 

プレート要素の応力計算に使用するインプットデータとアウトプットリストの抜粋を表

1-1及び表 1-2に示す。 

表 1-1プレート要素 NASTRAN インプットデータの抜粋 

 

 

表 1-2 プレート要素 NASTRAN アウトプットリストの抜粋 

  

CQUAD4      6000       1     806      85      91     807     0.0     0.0         

CQUAD4      6001       1     807      91      88     808     0.0     0.0         
CQUAD4      6002       1     808      88      87     809     0.0     0.0         

省略 

CTRIA3     16000      14    4084    4086    4022     0.0152.2500                 

CTRIA3     16001      14    4023    4025    4102     0.0152.2500                 
CTRIA3     16002      14    4102    4128    4023     0.0152.2500                 

                         S T R E S S E S   I N   Q U A D R I L A T E R A L   E L E M E N T S   ( Q U A D 4 ) 

  ELEMENT      FIBER               STRESSES IN ELEMENT COORD SYSTEM             PRINCIPAL STRESSES (ZERO SHEAR)                  

    ID.       DISTANCE           NORMAL-X       NORMAL-Y      SHEAR-XY       ANGLE         MAJOR           MINOR        VON MISES 

0    6000   -1.500000E+00      1.557765E-01  -9.281897E-01   2.322129E-01    11.5964    2.034276E-01   -9.758408E-01   1.091861E+00 

             1.500000E+00      5.365204E-01  -2.527487E-01   2.108001E-01    14.0548    5.892929E-01   -3.055212E-01   7.878140E-01 

0    6001   -1.500000E+00     -4.279569E-01  -8.829600E-01  -3.260656E-02    -4.0782   -4.256321E-01   -8.852848E-01   7.668678E-01 

             1.500000E+00     -1.643211E-01  -6.893164E-01  -9.145815E-02    -9.6046   -1.488446E-01   -7.047929E-01   6.434152E-01 

0    6002   -1.500000E+00     -3.952743E-02  -3.098992E-01  -2.148867E-01   -28.9129    7.915975E-02   -4.285863E-01   4.731589E-01 

             1.500000E+00      5.673234E-02  -2.842936E-01  -2.081629E-01   -25.3390    1.553039E-01   -3.828651E-01   4.797556E-01 

省略 

                           S T R E S S E S   I N   T R I A N G U L A R   E L E M E N T S   ( T R I A 3 ) 

  ELEMENT      FIBER               STRESSES IN ELEMENT COORD SYSTEM             PRINCIPAL STRESSES (ZERO SHEAR)                  

    ID.       DISTANCE           NORMAL-X       NORMAL-Y      SHEAR-XY       ANGLE         MAJOR           MINOR        VON MISES 

0   16000   -2.250000E+00      1.289073E+00   6.809839E-01   9.220003E-01    35.8746    1.955867E+00    1.418991E-02   1.948811E+00 

             2.250000E+00      9.176990E-01   2.909560E-01   1.116011E+00    37.1577    1.763501E+00   -5.548460E-01   2.096726E+00 

0   16001   -2.250000E+00      8.023568E-01   1.623189E+00   3.905089E-01    68.2119    1.779288E+00    6.462585E-01   1.560011E+00 

             2.250000E+00      4.743976E-01   1.536390E+00   4.806629E-01    68.9241    1.721630E+00    2.891580E-01   1.596809E+00 

0   16002   -2.250000E+00     -4.369782E-01   3.266604E+00  -4.029862E-02   -89.3767    3.267043E+00   -4.374167E-01   3.506274E+00 

             2.250000E+00     -2.082545E-01   3.077848E+00  -2.570085E-03   -89.9552    3.077850E+00   -2.082566E-01   3.187086E+00 

要素番号 

三角形要素 

四角形要素 

部材番号 

三角形要素 

四角形要素 

要素番号 σx σy τxy 
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2.計算式 

本マクロは、以下の計算式にてミーゼスを求める。なお、①～③についてはσx、σy、τxy

の応力について行い、④のミーゼス応力の計算式はユーザーが指定する。 

①静荷重組合せ応力 

静荷重組合せ=静荷重応力 1＋静荷重応力 n 

②動荷重組合せ応力 

 ・2方向 SRSS組合せの場合 

XZ地震荷重組合せ応力= X方向荷重応力
2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

YZ地震荷重組合せ応力= Y方向荷重応力
2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

・3 方向 SRSS組合せの場合 

XYZ地震荷重組合せ応力= X方向荷重応力
2
 ＋Y方向荷重応力

2
 ＋Z方向荷重応力

2
   

・2 方向絶対和組合せの場合 

XZ地震荷重組合せ応力=|X方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

YZ地震荷重組合せ応力=|Y方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

・3 方向絶対和組合せの場合 

XYZ地震荷重組合せ応力=|X方向荷重応力|＋|Y方向荷重応力|＋|Z方向荷重応力| 

③静荷重と動荷重組合せ応力 

荷重組合せ応力=|静荷重組合せ応力|＋動荷重組合せ応力 

④ミーゼス応力 

・
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
   なお、σ1及びσ2は主応力を示す。 

σ1,σ2＝
σx＋σy

2
 ±







σx－σy

2

2
＋τxy2  

注 1:NASTRANはこちらの計算式を使用しています。 

・ σx2＋σy2＋σx×σy＋3×τxy2  
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3.計算制限 

本マクロは、以下の制限において使用が出来ます。 

①環境 : Windows Office365 (他のバージョンで確認していません) 

②ソルバー  : NASTRAN 

③NASTRAN入力形式 : シングルワード(8 文字入力) 

④ファイル数 : 動荷重 3、静荷重 4 

⑤対応要素タイプ : CQUAD4 , CTRIA3 

⑥応力出力位置 : 要素中心 

⑦最大要素数 : 999999 

⑧動荷重応力の組合せ : SRSSまたは絶対和単純和 

⑨静荷重応力の組合せ : 単純和 

⑩ミーゼス応力計算式 : 以下の２種類 

・
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
   なお、σ1及びσ2は主応力を示す。 

注 1:NASTRANはこちらの計算式を使用しています。 

・σ1,σ2＝
σx＋σy

2
 ±







σx－σy

2

2
＋τxy2  

・ σx2＋σy2＋σx×σy＋3×τxy2  
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4.使用方法 

4.1 起動方法 

本マクロのファイルを開くと、図 4-1-1の Excelシートが表示されます。シート左上の

｢実行｣ボタンをクリックすると図 4-2-1が表示されます。 

 

 

図 4-1-1 起動時の Excel 
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4.2 入力フォーム 

本マクロを起動すると図 4-2-1に示すフォームが表示されます。以下の内容に従い入力等

を行い、｢処理｣フレーム内のボタンをクリックして下さい。なお、入力フォームで｢F1｣キー

を押すと本説明書が表示されます。 

 

 

図 4-2-1 入力フォーム 

 

①｢X方向地震｣、｢Y方向地震｣、｢Z方向地震｣テキストボックス 

NASTRANアウトプットリスト名を入力して下さい。｢参照｣ボタンをクリックすると｢ファ

イルを開く｣ダイアログが表示され、ファイル名を選択して入力することが出来ます。 

｢X方向地震｣、｢Y方向地震｣のファイル名はどちらか１つは入力して下さい。｢Z方向地

震｣のファイル名は必ず入力して下さい。 

②｢荷重 1｣～｢荷重 4｣テキストボックス(必要な場合のみ) 

NASTRANアウトプットリスト名を入力して下さい。｢参照｣ボタンをクリックすると｢ファ

イルを開く｣ダイアログが表示され、ファイル名を選択して入力することが出来ます。 

③｢ミーゼス応力計算式の選択｣オプション 

２つのミーゼス応力計算式から計算方法を選択して下さい。 

④｢動荷重組合せ｣コンボボックス 

｢方向｣、｢組合せ｣コンボボックスで次の４つの組合せが可能です。 

・２方向 SRSS、３方向 SRSS、２方向絶対和、３方向絶対和 

⑤｢実行｣ボタンをクリックすると Excelに計算結果のシートが追加されます。 

実行時の入力フォームに入力したデータはレジストリに保存され、次回の起動時に同じデ

ータが表示されます。なお、バージョンアップした場合はクリアされます。 

⑥｢終了｣ボタンをクリックするとマクロを終了します。 
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4.3 計算結果 

本マクロを実行すると図 4-3-1に示すように｢応力評価｣シートと NASTRANのアウトプット

リストより読み込んだ単位荷重応力のシートの Excelブックが作成されます。 

なお、各シートのページ書式、表示設定はマクロにより設定されます。 

4.3.1 応力評価 

図 4-3-1～図 4-3-4に示す｢応力評価｣シートには応力評価に使用した｢静荷重｣、｢Ｘ方

向地震｣、｢Ｙ方向地震｣、｢Ｚ方向地震｣、｢Ｘ、Ｚ地震時評価｣、｢Ｙ、Ｚ地震時評価｣のよ

うに表題欄を分けて出力されます。シート左上のドロップダウンリストにより表示する列

を選択することが出来ます。 

なお、表題欄は図 4-2-1の入力フォームで入力したファイル及び地震荷重の組合せで異

なって表示されます。 

ファイルを保存後に評価の Excelブックを開くと｢セキュリティの警告 リンクの自動

更新が無効にされました。｣と表示されます。ドロップダウンリストを使用する場合は｢コ

ンテンツの有効化｣ボタンをクリックして下さい。ドロップダウンリストの表示処理は評

価のマクロを使用しているため評価マクロファイルを開き実行するためです。なお、｢応

力評価｣シートの印刷時にはドロップダウンリストは印刷されません。 

 

 

図 4-3-1 ｢応力評価｣シート 単位荷重応力(1/2) 
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図 4-3-2 ｢応力評価｣シート 単位荷重応力(2/2) 

 

図 4-3-3 ｢応力評価｣シート Ｘ、Ｚ地震評価  
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図 4-3-4 ｢応力評価｣シート Ｙ、Ｚ地震評価 
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4.3.2 最大値 

図 4-3-5に示す｢応力評価｣シートの最下段にミーゼス応力の最大値とその要素番号が表

示されます。部材が複数ある場合は各部材での最大値も表示されます。 

なお、全要素の結果が出力されますが最大値行以外は非表示となります。ただし、最大

値行の前後と最初と最後の２行は表示されます。 

 

 

図 4-3-5 ｢応力評価｣シート 最大値 
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4.3.3 単位荷重応力 

図 4-3-6～図 4-3-10に示すように NASTRAN のアウトプットリストから読み込んだ単位

荷重応力はファイル毎にシートが作成されます。 

 

 

図 4-3-6 ｢X方向地震｣シート 

 

図 4-3-7 ｢Y方向地震｣シート  
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図 4-3-8 ｢Z方向地震｣シート 

  



ZE-PonPaDe Ver.0.2 NASTRAN プレート要素地震荷重による応力計算 Excel マクロ使用説明書 

－13－ 

 

図 4-3-9 ｢荷重 1｣シート 

 

図 4-3-10 ｢荷重 2｣シート  
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4.3.4 セル計算式 

｢応力評価｣シートの｢NO｣、｢Element ID｣,｢Property ID｣以外はすべてのセルにおいて相

対セルで参照しています。 

このため、｢応力評価｣シート以外の単位荷重のシートの値を変更すると｢応力評価｣シー

トの値は変更されます。 

以下に各セルの計算式の例を示す。 

①静荷重 

｢荷重 1｣～｢荷重 n｣シートから各要素の応力の総和を求めます。以下は荷重 1と荷重 2

のファイルがある場合の例です。 

=荷重 1!RC[-1]+荷重 2!RC[-1] 

②X、Y及び Z方向地震 

｢X方向地震｣、｢Y方向地震｣、｢Z方向地震｣シートから各要素の応力を参照します。 

=X方向地震!RC[-7] 

③評価 

組合せ応力とミーゼス応力をを求めます。 

・組合せ応力 

=SQRT(RC[-18]^2+RC[-6]^2)+ABS(RC[-24]) 

・σ1、 
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
  の場合 

=IF(RC[-3]>=RC[-2],(RC[-3]+RC[-2])/2+SQRT(((RC[-3]-RC[-2])/2)^2+RC[-

1]^2),(RC[-3]+RC[-2])/2-SQRT(((RC[-3]-RC[-2])/2)^2+RC[-1]^2)) 

・σ2、
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
  の場合 

=IF(RC[-4]<RC[-3],(RC[-4]+RC[-3])/2+SQRT(((RC[-4]-RC[-3])/2)^2+RC[-

2]^2),(RC[-4]+RC[-3])/2-SQRT(((RC[-4]-RC[-3])/2)^2+RC[-2]^2)) 

・σM、
(σ1－σ2)2＋σ12＋σ22

2
  の場合 

=SQRT(((RC[-2]-RC[-1])^2+RC[-2]^2+RC[-1]^2)/2) 

・σM、 σx2＋σy2＋σx×σy＋3×τxy2 の場合 

=SQRT(RC[-3]^2+RC[-2]^2+RC[-3]*RC[-2]+3*RC[-1]^2) 
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④最大値 

全体と部材毎の最大値とその要素番号を求めます。部材毎は｢応力評価｣シートの

｢Property ID｣列の番号が連続していなくても構いません。 

・全体 最大値 

=IF(COUNT(R[-3097]C:R[-1]C)=0,"",MAX(R[-3097]C:R[-1]C)) 

・全体 Element ID 

=IF(COUNT(R[-3098]C:R[-2]C)=0,"",LOOKUP(MATCH(R[-1]C,R[-3098]C:R[-2]C,0),R[-

3098]C1:R[-2]C1,R[-3098]C2:R[-2]C2)) 

・部材毎 最大値 

=IF(COUNT(R[-3099]C:R[-516]C)=0,"",MAX(R[-3099]C:R[-516]C)) 

・部材毎 Element ID 

=IF(COUNT(R[-3100]C:R[-517]C)=0,"",LOOKUP(MATCH(R[-1]C,(R[-3100]C:R[-

4]C),0),R[-3100]C1:R[-4]C1,R[-3100]C2:R[-4]C2)) 


